
評者　高山紘一

風刺 機転 穿ち 滑稽

1

2 ○

3 ○ ○

4 ○

5 ○ ○

6 ○ ○ ○

7 ○ ○

8 ○ ○

9 ○ ○

10 ○ ○ ○

11 ○

12 ○

13 ○ ○ ○ ○

14 ○ ○ ○

15 ○

16 ○ ○

17 ○

あと７年か。近すぎる、もう少し長めに言っとくれ！せめて傘寿に。

つい、長年の癖で・・・、いやご自分には髪の毛が見えているらしい？

この歳で、やること全てそれでいい。（自分が思うほど傍は期待していないよ。)

俺なんか医者３軒、薬は9つだぜ～ッ！同級会の賑やかな会話がもう耳に届いている。

塩分控えめ、脂肪ダメ、ビールもダメとは情けない。発泡酒なら良いとは妻の言？

お～い、お銚子もう一本！　のように言えないところが我が人生。

そうだね最近の猛暑ときたら、俺の歳のせいではないよな～。異常気象だよ？

澄み切った秋の越後平野、古稀なれどわれらＥ３６ここにあり・・・、と言いたいのかな？

「たまには夫婦で温泉にでも・・・」「そうだね～、近いうちに・・・(とゴルフクラブに目をやる)」

古希・喜寿・傘寿、米寿・卒寿・白寿・紀寿、まだまだあるぞ一里塚。

いろんな回り道も有ったけど、みんな同じに歳とった。（でも、マジあいつ若いよな～）

E36 川柳　応募句寸評　　＜一粒で、二度おいしく楽しむ＞

川柳は、風刺・機転・穿ち・滑稽が命。そんな寸評に挑戦してみました･･･。

年寄りの冷や水もほどほどに、「冴えている」と張り切り過ぎないように。

風格か～、ちょっと手抜きすると、すぐ貧相に変わるからな～。油断大敵。

歯も抜けて、眼も患って、チン起たず、そんなブラックジョークで慰めるしかないか。

昔は良かったんだってね。　そうなの？その頃僕ちゃん居ないもん、分かんな～イ。

嬉しいねこの言葉。

３割負担が１割になったよ。でも診療科と回数が増えたからな～。



風刺 機転 穿ち 滑稽

18 ○

19 ○ ○

20 ○ ○ ○ ○

21 ○

22 ○

23 ○ ○

24 ○ ○ ○ ○

25 ○ ○ ○

26 ○

27 ○ ○ ○ ○

28 ○

29 ○

30 ○ ○

31 ○

32 ○

33 ○ ○ ○ ○

34

35 ○ ○

ふと目覚め、古女房のいびきを耳に一安心、それからゆっくりひと眠り。

還暦で赤子に還り、古希で小学生に、幼児言葉もネィティ～ブ。

最近は、ペットも長寿だそうな。特に室内犬は。(俺より扱いが良いからな～)

そうだね、”恋”の不整脈かぁ～、そんなのもあったかなぁ～。

何事も、みんなでやれば怖くない。飲む口実になればそれでいい。

何とか魚沼コシヒカリは大丈夫だったようで・・・。昔の放射能雨の方が恐ろしい？

夏風邪はなかなか治らない、ましてこの年になると・・・。同級会だけには万全で。

おイらのふるさともこんな雪だったなぁ。踏むとギシギシと音がして・・・。

早出残業休みなし、過労死なんぞ片腹痛い、よくぞカミさん居てくれた。感謝！

現役のころは給料袋に”ねこかぶり”、退職したら虎に化け。

定番のきゅうり・茄子・トマト卒業、ネギにダイコン・人参・ごぼう、まだまだあるぞ畑(はた)仕事

そんなこと言われても～、まだやり残しが有るんだよなぁ、あれこれと。

月日は走馬灯のごとく、薄(白)髪に頭皮まばゆく櫛要らず。

「あなたの頭よッ！」と女房の声。「眼鏡が無ぇから見えね～んだよ！」と負け惜しみ。

これは難しい。作者に聞かなきゃ分かんない。

仕事なく、世俗を離れてこの先は、紀寿・大斎の幹事は誰がやる。

字足らず、字余り、切れ字があるが、狙いどころは抜群、脱帽。「皇潤」が欲しい。

「古代稀れなる７０歳」言った杜甫なら　今、トホホ。


